
“激動の時代”〜「天・地・人」で紐解く、新たな世界〜
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株式会社舞台ファーム
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「天」とは、大気に起因する重要な要素

地球温暖化
高温化・世界的気温上昇
巨大台風・ゲリラ豪雨（線状降水帯）
豪雪・雹・突風など局地的被害

異常気象による自然災害の多発

異常気象が重なれば、コメ不足が再び発生する恐れも



2

「地」とは、大地に起因する重要な要素

世界的な砂漠化の進行
かんばつ・灌漑用水の減少
土壌汚染・海洋汚染の深刻化
優良農地の減少

肥料価格の高騰

世界的な食糧難



3

「人」とは、人に起因する重要な要素

新型コロナウイルス
 2022年 ウクライナ戦争
記録的な円安・インフレ・保護貿易
急激な「少子高齢化」の進行

担い手不足や高齢化問題

おコメを作る人がいなくなる
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舞台ファーム →  「農業会社」から「食料供給企業」へ

「農業会社」からの脱却 ＝ 食料を安定的に供給できる企業へ

農家

農業会社

食料供給企業
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株式会社舞台ファーム 会社概要

■所在地 仙台市若林区日辺字田中11番地

■代表取締役 針生 信夫

■設立
有限会社 舞台ファーム 2003年7月11日
株式会社 舞台ファーム 2004年8月20日

■売上高・資本金
売上高：25.5億円＜前期着地見込＞、（グループ全体：38.9億円）
資本金：5,000万円

■従業員 72名 （グループ全体：約200名）

■業務内容
野菜・お米の生産・販売
農産物加工・販売（カット野菜/ホール野菜）
農業経営に関するコンサルティング

■取得資格

全省庁統一入札参加資格（関東・甲信越地域、東北地域）
仙台市中央市場青果市場売買参加者資格（青果部 第2-111号）
米卸売販売資格、農業生産法人資格、認定農業法人資格
仙台市飲食店営業許可（仙台市（若保衛）指令 第0289号）
エコファーマー認定資格

■関連会社

㈱みちさき ： 水耕栽培（トマト、葉物類）
㈱旬の風 ： 宅配寿司「銀のさら」店舗運営
ｅ-フレッシュ㈱ ： カット野菜・業務用野菜
（一社）ステージパス ： 障がい者就労継続支援
舞台アグリイノベーション㈱ ： 精米事業・玄米流通
福島舞台ファーム㈱ ： コメを中心とした農産物生産・流通



持続可能な「食と農」 を目指して
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舞台Fの拡大戦略 〜舞台エコシステム（経済圏）とは？〜

農業を中心の６次産業化から「周辺事業領域への拡大」 ＝ 舞台経済圏拡大へ

■美里グリーンベース
■福島県沿岸部支援
■グリーンゲート構想

■食卓イノベーション事業
■海外輸出・EC事業
■アグリメディカル

＜原料供給＞ ＜商品生産＞ ＜販売連携＞
農
業
の
六
次
産
業
化

他地域

一次産業
三次産業

農商工連携

舞
台
エ
コ
シ
ス
テ
ム

ロジス
ティクス

研究機関
地域社会

自治体
IT企業

スマート農業
他

福祉施設

福祉団体

領域拡大領域拡大

物流連携産学連携 地域連携 農福連携データ連携

二次産業

2次産業1次産業 3次産業

他1次産業

消
費
者

他2次産業 他3次産業

広域型
農業連携

農商工連携
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グリーンゲート構想の拡大 → 全国農業者連携の加速＝新しい農業のカタチ

8

＜「グリーンゲート構想」とは？＞

全国の有力農業者と、
単なる売り買いだけではなく、
生産から販売まで関わる
「強固なネットワーク」を構築し、
「新しい商品価値」を創造する構想。

新規事業拡大による収益化最大へ
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東北地区セブン-イレブン 農業でのメーカーベンダー

生食用カット野菜

■受託生産する「メーカー」ではなく、「ベンダー」として商品を企画提案
■2017年度から、セブン-イレブンのおにぎり・お弁当に使用するお米の調達に
関し「顧問契約」を締結 → 全国のお米仕入れや栽培についてアドバイス

農業法人としては唯一、セブン-イレブン社の「ベンダー」として契約締結

舞台ファーム産直コーナー



■アイリスオーヤマ社と連携し、自社農場・農業者連携のお米をご提供。

■約42,000ｔのお米を低温保管可能。年間約10万tの精米生産能力。

■”日本初” ＜低温倉庫⇒低温精米機⇒低温パック工場 ＝トータルコールド製法＞

→美味しくて高品質を維持できる商品をご提供。
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舞台アグリイノベーション 亘理精米工場

日本最大級の精米工場。「低温精米」による優位点あり。



次世代型植物工場「美里グリーンベース」 概要
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■名称︓ 美⾥グリーンベース
■場所︓ 宮城県美⾥町中埣地区
■⾯積︓ 建屋5.1ha / 敷地7.6ha
■総⼯費︓ 約34億円
■⽣産物︓ リーフレタス
■光源︓ 天然光・LED併⽤（次世代型）
■⽣産量︓ 最⼤1⽇3~4万株を出荷
■竣⼯:     2021年10⽉竣⼯
■その他︓ Global.G.A.P、J-GAP取得

持続可能な「⾷と農」のため
様々なSDGsの取組みを実践
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鮮度革命 〜キッチンを畑に変える新しい価値を創造〜



鮮度革命 〜キッチンを畑に変える新しい価値を創造〜
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キッチンで
簡単/便利に
レタスを収穫！
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舞台ハイブリッド土耕栽培とは
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持続可能な「食と農」のために...。SDGsへの取組み
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旧式植物工場「閉鎖型」「天然光型」の課題は？

天然光型植物工場閉鎖型植物工場

「閉鎖型」「天然光型」 → 抱えている課題はそれぞれ「一長一短」

植物工場タイプ 閉鎖型
次世代型
<MGB>

天然光型

品質（歩留り） ○ ○ ○

品質（肉厚さ） △ ○ ○

気象リスク ○ ○ △

生産コスト △ ○（自動化） △

その他 -
“土”で作る

特殊農法再現
-

次世代型植物工場



低価格

高価格

低品質
不安定

高品質
安定供給

露地栽培

太陽光型植物工場

閉鎖型植物工場

美里グリーンベースの「ポジショニングマップ」

葉物野菜栽培の
シンギュラリティを、
⽇本で初めて起こす
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美里グリーンベース
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質・量・価格の三位一体を追求する独自システム

栽培方法：

舞台ハイブリッド
土耕栽培

栽培システム：

舞台ムービング
システム（BMS）

品質管理：

舞台品質
マネジメントシステム

独自の農業テクノロジーで質・量・価格を追求→新しい農業へ進化！

■播種〜栽培まで全て全自動の管理システム
■露地栽培の約80倍の生産効率を実現

（全自動による面積の最大活用）
■安定品質・圧倒的数量の算出

■Global.G.A.P. とAsia-GAPの取得
■J –GAP指導員5名による品質向上
■菌管理システムによる安心・安全

■土耕と養液栽培のハイブリッド
■太陽光とLEDのハイブリッド工場
■硝酸態窒素濃度もコントロール
■鮮度革命

商標取得済



「美里グリーンベース」写真

最新鋭のガラス温室で環境制御 樋状のガターで生育

天井は透過性の高いガラスを使用

最新鋭のLEDで天候不順の課題をクリア ソイルブロックを活用
19
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灌漑も育苗ステージごと対応

ロボットにより定植作業も自動化（3台導入）

育苗ステージ（11段階）ごとにガターの幅を自動で拡大

液肥も自動管理。UV殺菌・バイオフィルム除去

「美里グリーンベース」写真
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最新鋭ラック式カントリーエレベーター
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■名称： 浪江町ラック式CE

■場所： 福島県浪江町南棚塩

■面積： 建屋0.4ha / 敷地約1.0ha

■総工費： 約30億円

■能力： 300ha（倉庫利用で最大400ha）

■竣工： 2021年10月竣工

「300ha級最新鋭CE」本格稼働へ → 福島沿岸部事業の核へ
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南相馬グリーンベースPJT 進行中！

福島県南相馬市と包括連携協定 → 第２の大型植物工場へ
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■令和8年3月竣工を目指し、第２の植物
工場を南相馬市小高区に企画。
敷地面積10.2ha規模を想定。

■令和7年度「小高IC」もできる予定。

■カット工場、地元農産物集荷設備ほか、
玉レタスなどの生産も検討。





※価格は農水省公表全国加重価格（R3年産は暫定値、他は通年平均値）
※平成25年産在庫量は需給対策として市場隔離35万ｔ含んだもの
※コロナ特別対策としての長期的な販売として15万ｔ

民間流通玄米の各年６月末在庫量(棒グラフ)と相場価格(折れ線グラフ)の推移

255

在庫過剰
傾向で
相場下げ
基調。

震災等による
需給不安は
解消し、需要減
、
在庫増へ反転、
相場下げへ。

在庫消化進まず、
新米価格は過去
最低まで下落。後
、
需給引締の為、
政府により35万ｔ
隔離実施。
(＝上記在庫量は
、255→220万ｔ修
正)

在庫は200万ｔ以上
と過剰変わらず更なる需
給引締策として、
生産者へ補助金交付
により、飼料用米等
生産増を推進。
結果、主食用米生産
大幅減を達成。相場
は上げ基調へ。

（単位：玄米万t）
（単位：円/60ｋｇ

玄米俵）

飼料用米等への転作
は落ち着いてきたが、
H29～R1年産作柄は
台風・豪雨の影響で、
不作傾向で相場上げ
基調は変わらず。かつ、
上記とは別で、諸経費
（運賃・倉庫料）上昇も
続く。

H23年、大震災・原発事故で仮需
発生。在庫逼迫、相場は急騰。
H24年産も需給の不透明感から、
在庫逼迫続き、相場高騰は
変わらず。

１．過去～現在の主食用/原料玄米在庫・価格の動き(H22年～R4年)

需給逼迫予測から一転、
コロナ影響による外食他業
務用米中心に予期せぬ需
要減、かつ、生産過剰の結
果、R2年産は相場下げへ
。そして、R3年産も在庫過
剰で、もう１段下げ。Ｒ４年
産は意図的に値上げで進
行中。

農水省公表による民間流通玄米の在庫・相場推移と概況推移は以下の通り。年間700万ｔ超生産・需要を675万ｔに下方
修正。毎年6月末民間在庫量は、180～200万ｔ弱が均衡水準(相場維持～ジリ高)で推移も、コロナショックで一変、R2年

産米からR4年産米は200万ｔ迄在庫増。R3年産米も218万ｔ。 R4年産米は217万ｔ。同様の在庫水準。

(R４年5月末時点)

昨年比1670円俵、
一昨年比だと2800円俵
も下落。。
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増えない人口と少子高齢化

高齢単身世帯が増加(65歳以上の一人暮らし)

2025年には高齢者の割合が30％
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日本市場が急速にシュリンク

5年で
21.9%も減

＜農林業経営体数＞

＜年齢別基幹的農業従事者数の構成＞

5年で
60歳以上の
割合4.9%増

（農林水産省資料より）

農業就業者の高齢化にともなう離農をカバーできるのか？
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家族人数
減少自宅
で炊飯

５～10ｋｇ

家族人数
減少家事
の手間削

減

５～10ｋｇ

夫婦世帯

高齢世帯

１～２ｋｇ

単独世帯

共働世帯

炊く時代から
チン文化へ

おコメの消費をとりまく現状(食生活の変化)

世帯購入
の変化



おコメの消費をとりまく現状(食生活の変化)

レストラン・温泉旅館⇒肉・魚中心メニュー

日本型⇒食の欧米化(朝食カフェ)

簡素化：冷凍食品の需要

コメ食

肉類消費量の増加

外食・家庭内パン食

コメ消費量の減少
一人当たり55.4kg

国内自給率の低下
肉類の海外依存度
輸入量の増大

生活習慣病の増加
食生活の変化
日本食文化の衰退
食事バランスの変化



アフターコロナの社会像(分散化社会＆事業の切り口)
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新型コロナとの共生化と、それに伴う社会変化



おコメを取り巻く今後の状況 〜パラダイムシフト〜

個人経営 法人経営

プロダクト
アウト

マーケット
イン

固定的販路 販路多様化

売上第一 利益第一

農協一強
参入企業増
＆多極化

既存農業者 次世代農業者

農家の勘 データ農業

お取引き お取組み
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消費動向と無関係な産地の販売戦略：陳列棚の取り合い

各産地のブランド米！何故？ 2010年(平成22年)以降～新しい品種

ブランド米開発競争

銀河のしずく
金色の風

だて正夢
金のいぶき

栃木の星

ふくまる

粒すけ

風さやか
みずかがみ

つぶぞろい
サキホコレ

つや姫
雪若丸

新之助

富富富

ひゃくまん穀

きぬむすめ

元気つくし

にこまる
なつほのか

くまさんの力
くまさんの輝き

おてんとそだち

恋の予感

おいでまい

さがびより

ゆめぴりか

青天の霹靂
はれわたり

彩のきずな

天のつぶ
福笑い

星空舞

あきほなみ

はるみ

いちほまれ
ふくむすめ

あいちのこころ
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最近の多収穫米：検査数量(３年産米)

〇３年産：主な多収穫⽶品種の産地別検査数量(3/31⽇現在)

〇つきあかり：23,685トン
⻘森 岩⼿ 宮城 秋⽥ ⼭形 福島 千葉

387 1,658 3,061 335 783 1,396 221 

新潟 富⼭ ⽯川 福井 ⻑野 兵庫 広島
10,791 708 1,818 450 881 942 255 

＊４年産⽶より、茨城、島根が加わり16県に拡⼤。

〇にじのきらめき：8,933トン
茨城 群⾺ 千葉 新潟 岐⾩ 滋賀 佐賀

3,412 989 339 2,490 913 737 55 
＊４年産⽶より、栃⽊、静岡、愛知、三重、和歌⼭、岡⼭が加わり13県に拡⼤。

〇あきだわら：10,212トン
福島 茨城 栃⽊ 千葉 新潟 富⼭ ⽯川 ⻑野 愛知

160 36 291 492 2,419 1,640 609 165 543 
滋賀 兵庫 島根 岡⼭ 広島 愛媛 熊本 ⼤分 宮崎

752 1,236 94 4 417 131 147 292 784 

産地品種銘柄登録県
のみ

作付は増加だが・・
政府備蓄米枠
飼料用米枠
加工用米枠が優先
＊主食用は二の次



デメリットメリット
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“にじのきらめき”消費拡大メリット・デメリット

高温耐性に優れる

話題性のおコメ品質・収量向上

単一・業務用(ブレンド米)

最高のスペック 種子が足りない

型にハマった流通

コメ余り・主食用以外への用途

コメからパン
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究極のオリジナルブレンドウイスキー・ブレンドコーヒー

世界最高のウイスキー！？「山崎」の魅力・味わい

商品は「価値」で決まる⇒おコメは？

究極の“マイブレンド”を求めて、コーヒーライフ

日本の食卓に欠かせないお米。じつは今お米業界に、ひそかな革命が
起きようとしています。その主役とは……そう、「にじブレンド米」です。

“にじのきらめき”とのブレンドは「食味を上げる」
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「保護される」から「攻めて出る」農業へ

農業ビジネスの成長要素
「生産性を高める技術向上」
「独自の販売経路の確保」
「流通や飲食産業との提携」

在庫過多による国の需給調整 200万トン 消費減：欧米化

交付金等による他作物への転換 食料自給率の向上

ピンチはチャンス：創意工夫と柔軟性(流通改革)

農業者 ＝ もともと保守的な性格性 → メリットを提示し足繁く通う
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事例：「差別化」「取組み」こそが販路拡大のポイント

1個＝100円

商品の差別化

同じ商品であれば安い方がいい商いは「価値」で決まる

1個＝298円

5ｋ＝1,980円 5ｋ＝2,580円

売り場の差別化

売り方の差別化

1個＝198円
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某外食チェーン店との取組を実施
全国展開へ

「地域」⇒「県域」⇒「他県」⇒「全国展開」へ拡大

「取組みで差別化」「ストーリー作り」「共有での取組み」
「全国的な展開によりブランド化」 「実需者との連携」ができるチャンス！

取組モデル地域の策定⇒「取引」から「取組」へ⇒生産法人と連携

舞台ファームと連携した取り組み(差別化のポイント)



関係者限

「販売革命」により変化はチャンス「流通改革」

原料(多収穫米)へのさらなる踏み込み

→生産法人・産地開拓・ネットワーク＝品位向上（安定供給・安定価格）

生産者 流通業者集荷団体

■直接生産者と連携ができる仕組みを構築
→お米・野菜を一体として農家連携の拡大へ

農家連携強化を図る

改革

生産者ネットワーク

取組み

舞台ファーム持続可能な農業づくり

三者一体

販売業者



堆肥提供者

鶏糞

堆肥・燻炭化

生産者

堆肥・燻炭
の販売

購入 施肥

燻炭

生産物出荷業者・舞台ファーム

出荷
(主食用・
飼料用米)

生産販売
契約

加工出荷

お
米
の
販
売

B
A
N
K

地元金融機関

NEWS

地元マスコミ
情報発信

ビジネスマッチング

持続可能な農業づくり・ＳＤＧＳｓ（全体図）

配合メーカー

飼料米

農機具メーカー

連携

MAFF

農水省

みどりの食料システム戦略

PREF

地方自治体

提言支援策協力

燻炭
飼
料
用
米
・
主
食
用
販
売

改善

低コスト・環境配慮のコメづくり
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新聞記事

新聞記事
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新聞記事

新聞記事
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新聞記事

新聞記事



ピンチはチャンス：創意工夫と柔軟性(流通改革)
まずは『にじのきらめき』のアクションを！

○ 現在の流通業は、企業が多数あり、過当競争「棚の取り合い」「業務用米の
低価格提案」となっており、その結果、十分な利益が確保されておらず、 経営
基盤が不安定。
○ このため、米流通において今日特に期待される機能（実需者との価格交渉
力を背景とした生産者への適切な対価支払や、生産者との安定取引）が必ず
しも十分に果たされていない。
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最後に

「売る自由」 「作る自由」
「取組で差別化」


